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NPO法人ドネルモ

特定非営利法人なごみの家

「しかたの茶の間」を
地域にひらくプロジェクト
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【課題】

「住み慣れた場所で暮らし続けたい」という

多くの人が、不安を抱える現状に対し

【活動】
コミュニティスペース「しかたの茶の間」
を拠点とした交流イベントやPRを通じて

【効果】
地域福祉を共に支え合う関係をつくっていく

本事業の概要
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現状の課題

□四箇田団地の高齢化率は1996年7%から現在26%に拡大
総人口は最盛期の5000人超から1300人減り少子高齢化が進む。

□ 高齢者の引きこもりや孤独死などの問題や「相談相手がいない」
「介護への不安がある」などの暮らしへの不安が聞かれる。

□「地域包括支援センター」が遠くへ移転
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添付資料①四箇田団地周辺来街者アンケート調査結果報告書より

四箇田団地では、７割の人が住み続けたいと考えているが
同じく７割の人が、介護等に不安を抱えている

「住み慣れた地域で安心して暮らし続ける」
ための取り組みが必要
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これまでの事業：団体なごみの家のこれまでのアプローチ

□介護福祉の拠点居宅介護の事業所

2016年6月に小規模多機能型居宅介護事業所を開設

□まちづくりと地域福祉の拠点多機能型居宅介護の事業所

コミュニティスペース「しかたの茶の間」を
2016年3月に開設

住人自らが主体となって、お互いに支え合う

関係をつくるきっかけの場を目指す

これまでの事業：なごみの家による四箇田団地へのアプローチ
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これまでの事業の課題：「しかたの茶の間」の課題

「しかたの茶の間」には次の課題がある

① 「しかたの茶の間」の認知度が低く
利用者が一部住民に留まっている

② 住民が専門職に気軽に相談し、
支えあいの関係を模索する場になっていない
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補助申請事業（本事業）での取組み

課題の解決に向け、以下の取組みを行った。

①認知度向上に向けた取組み
（A:ウェブサイトの制作 B:メディアへのPR）

②住民が専門職と気軽に相談できる
交流イベントの実施
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本事業の成果 ①認知向上に向けた取組み A:ウェブサイトの制作

課題①

取組み

□「しかたの茶の間」の認知度が低い
□利用者が一部住民（自治協関係者）に留まっている

「しかたの茶の間」の趣旨と活動を
PRするwebサイトの制作
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取組み
「しかたの茶の間」の趣旨と活動を

PRするwebサイトの制作

本事業の成果 ①認知向上に向けた取組み A:ウェブサイトの制作
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取組み webサイト：四箇田団地の課題の共有

本事業の成果 ①認知向上に向けた取組み A:ウェブサイトの制作
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取組み webサイト：しかたの茶の間の取組説明

本事業の成果 ①認知向上に向けた取組み A:ウェブサイトの制作
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取組み 新聞への記事掲載

本事業の成果 ①認知向上に向けた取組み B:メディアへのPR

【毎日新聞 2016.8.14付】
【毎日新聞（web版）】

「地域住民向けコミュニティス
ペース 団地『茶の間』好評
住民ら世代間交流介護私鉄
が開設早良区／福岡」
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本事業での取組みと期待される効果 ②交流イベントの実施

課題②

取組み

□住民が専門職に気軽に相談する場になっていない
□住民が「しかたの茶の間」に足を運ぶきっかけがない

専門職と住民が話せる交流イベントの実施
□実施時期：2017年3月26日13:30～15:00
□実施場所：しかたの茶の間 □参加人数：４１名
□実施内容：安心して徘徊できるまちづくり：大牟田のお話

ゲスト：竹下一樹さん（大牟田市市役所保健福祉部保健福祉総務課地域福祉推進室）
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今後の事業の展開

[平成28年度の反省点・改善点]

・情報や課題意識、スピード感の共有
・情報整理の難しさ

[今後の事業の展開]

・webサイトの展開（FB等での拡散周知）
・地域団体との連携に向けた取り組み


